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　「Akrashの最後の鞘」
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　第３紀４０７年の、ある暑い夏の数日間、ベールで顔を隠した１人の年若く美しい女性Dunmerが、Tearの街に店を構える武具匠の１人の下へと通い詰めていた。誰も彼女の顔を見た者は無いけれど、その背格好や身のこなしから、彼女は若く美しいものだと地元の人々は決め込んでいたのである。彼女と武具匠は店の奥へと引きこもると、店を閉めた上で、数時間、徒弟たちも近づけないのである。そうして、午後の半ば頃に彼女は立ち去ると、翌日のちょうど同じ時刻に戻ってくるだけなのである。ゴシップは流れたが、それは非常に控え目なものに過ぎなかった。もっとも、その武具匠のような年寄りが、着飾った魅力的なスタイルの女としていることは、いくつかの淫らなジョークの種を提供するものであったけれど。数週間が過ぎて例の訪問が途絶えると、Tearのスラム街も、いつもの調子に戻っていった。
　そうして訪問が止んでから１、２ヶ月も経たない頃に、近所に軒を連ねる酒場の１つで、しこたま酒を食らった地元の若い仕立て屋が武具匠に尋ねたのである。「それで、いったいぜんたい、あの御友達の御婦人とは何が在ったって言うんだよう？　振っちまったって言うのかよう？」
　その手の噂は充分に知っていたので、武具匠はシンプルに答えるだけだった。「彼女は素敵な女性だったよ。もっとも、そういうことは、ワシと彼女の間には無かったがね」
　「それじゃあ、どうして毎日、あんたの店に足を運んでたのさ？」酒場の給仕娘が、何とかして話の糸口を引き出そうとする。
　「どうしても知りたいってんなら」武具匠は言った。「武具を作るのを教えてたんだよ」
　「俺らを、かつごうってんじゃないだろうね」仕立て屋は笑ってみせる。
　「いやいや、その御婦人は、ワシの芸術的技術に惚れ込んじまったんだよ」武具匠としてのプライドをチラリと覗かせて、夢想に心を泳がせながら彼は言葉を続けた。「教えたのは、とりわけ剣を修理する方法だったね。どんな類の傷やヒビも直せるように、針ほどの亀裂やら、砕けちまった柄頭〔つかがしら〕やquillon〔意味不明〕やグリップやらもな。始めた最初は、どうやってグリップを刃に固定したらいいのか、それすら見当も付かなかったね。そう、もちろん最初は未熟だったさ。当然だろう？　しかし、彼女は自分の手を汚すのを恐れなかった。それから、本当に上等な剣にだけ施されてあるような、少しばかりの銀と金を埋め込む細工の方法やら、天空の鉄床〔かなとこ〕から今さっき神々が引き抜いてきたみたいに、剣に鏡の光沢を与えるように磨く方法もね」

　酒場の給仕娘と仕立て屋は大声で爆笑してみせた。どれだけ「武具を作るのを御婦人に教えてただけだ」と言い立てたところで、まるで遠き日の悲恋を語るかのような口調だったからである。
　その酒場では、この２人以外にも多くの地元の人々が、哀れを誘う武具匠の物語を聞いていたであろうが、それよりも大事に関するゴシップが先んじて流行することになった。街の中心で、すっかり内臓を抜き取られた奴隷商の死体が発見されたのである。それから２週間ほどの内に、６人もの奴隷商が犠牲となった。その殺人鬼は“解放者”と呼ばれることも在ったけれど、そのように奴隷制に反感を抱くような熱意は一般人の間には稀有であった。そのため、初期の犠牲者の数人は頭が完全に切断されていたことから、むしろ“切断者”と呼ばれることが好まれていた。他の犠牲者に関しては、単に穴を開けたり、切り取ったり、内臓を抜き取ったりしてあるのみだったが、その“切断者”は彼のオリジナルの仇名として定着することになったのである。
熱狂したチンピラたちが次の奴隷商の死体の状態を肴に賭けを楽しんでいるのを余所に、生き残っている数ダースの奴隷商たちはSerjo Dres Minegaurの邸宅に集って会合を開いていた。MinegaurはDres家の下級の下男だが、奴隷商組合の顔役でもあった。恐らく彼の絶頂期は過ぎてしまったであろうが、しかし、その知恵を同業者たちは今でも頼りにしていたのである。
　「この“切断者”を捜し出すためには、我々の持っている情報を確認しておく必要が在る」豪勢な暖炉の前に腰かけて、Minegaurは言った。「奴が不可解にも奴隷制と奴隷商に憎しみを抱いていること、それは分かっている。また、剣技に通じていることも。それから、厳しい警護の為されている邸宅の、厳しい警備の付けられている我々の同胞を、ひっそりと巧妙に葬り去ってしまったことも。冒険者、それも余所者のように思われるな。Morrowindの市民ならば、このように我々を打ち倒すことなど在り得ぬだろうからな」
　奴隷商たちは同意を込めて頷いてみせる。このような事件の犯人としては、余所者こそ尤もらしいように思われるのだ。そして、その予想は常に正しかったのである。
　「もう５０歳も若ければ、そこの暖炉に掛けてあるAkrashを引っ下げて行くものを」大仰な身振りで、その一振りの煌めく刃を示してみせる。「そうして、お前たちと一緒に、この恐怖の源を突き止めてみせよう。冒険者の連中がタムロしているところ、酒場だかギルド会館だか、そこで奴を見つけ出したら、このワシの手でもって頸をちょん切ってやろうものをなぁ」
　奴隷商たちは行儀よく笑いを上げてみせる。
　「それでは、奴の頸を刎ねるために、Minegaur様の剣をお借り出来ませんでしょうかね？」年若いゴマすりの奴隷商Soron Jelesが熱心に尋ねる。
　「Akrashは素晴らしい使い心地だろうよ」Minegaurは溜息を吐いてみせる。「しかし、ワシが引退する時には“彼女”も引退させると誓ったのだよ」
　Minegaurは娘のPeliahを呼び付けて奴隷商たちに代わりのflinを持って来させたが、彼らは手を振って遠慮した。今夜“切断者”を狩り落とすためには、酒を飲んでいては都合が悪いのである。これほど高価な酒を勧めたのに手を付けないことで、すっかりMinegaurは彼らの熱意に感心してしまった。
　最後の奴隷商が去ると、Minegaurは娘の頭にキスをして、うっとりしたような一瞥をAkrashにくれてから、自分のベッドに向かってノロノロと歩いて行った。そのキスが終えられると直ぐに、Peliahは剣の覆いを外すと、それを携えて庭を横切り邸宅の裏へと飛んで行った。もう何時間も前からKazaghが馬小屋で彼女を待っているのだ。
　物陰からKazaghは飛び出してくると、その力強く激しい抱擁をPeliahにくれて、そして二人は、じっとスウィートな口付けを交わしたのであった。思い切って長いことKazaghを抱き締めていた彼女は、ついに身を離して彼に剣を手渡した。彼は、その刃を調べてみる。
　「Khajiitの最上の刀剣匠でも、この鋭さは出せないだろうな」誇りを覚えながら、恋人を見やって言った。「それに、昨日の夜だって、俺は上手く殺ってみせたんだぜ」
　「その通りね」Peliahは言う。「鉄製の胸当ての上から切り付けなくてはならなかったけど」
　「今じゃ、奴隷商の奴らも警戒を怠らないのさ」彼は答える。「会合では、連中、何て言ってた？」
　「余所者の冒険者ではないかって」彼女は笑ってみせる。「この一連の“切断”を成し遂げるだけのスキルが奴隷Khajiitに具わっているだなんて、誰も思い付かないみたいよ」
　「それに君の親父だって、このゴタゴタの中心に愛しいAkrashが関わっているのなんて、疑っちゃいないんだろう？」
　「毎日、昨日と同じように血糊ひとつ付いていないのだもの、どうして疑うことが在って？　さぁ、私が居なくなったのに誰か気づく前に、もう行かなくては。時々、結婚式の細々としたことを尋ねに、私のところに乳母が遣ってくるのよ。まるで、仮にも、何かしらの選択権が私に在るとでもいうみたいにね」
　「約束するよ」非常に真剣な面持ちでKazaghは言った。「君の家族の“奴隷王朝”を磐石にするためだけの政略結婚になんか、君を決して無理強いさせないよ。Akrashの最後の鞘は、それは君の親父の心臓になるだろうな。そうして孤児になったら、奴隷たちを解放して、もっと進んだ州に移り住んで、そこで好きな相手と結婚できるさ」
　「その相手は誰になるでしょうね？」そう冗談を残すと、Peliahは大急ぎで馬小屋を駆け出していった。
　夜の明ける直前に目を覚ましたPeliahは、そっと屋敷を抜け出すと、Akrashがbittergreenのツルのところに隠されてある庭園へと進んでいった。まだ比較的に刃は鋭さを保っていたが、その剣の表面には幾つもの引っかき傷が垂直に走っている。「また、頸を落としてきたんだわ」そう思いながら砥石を持ち出すと、その痕跡を我慢強く擦り落として、最終的には、塩と酢の溶液に浸して磨くことになった。ようやく新品同様の状態に戻して覆いに収めた時には、彼女の父親が朝食を摂ろうと居間に入ってきたところであった。
　Peliah の夫となるはずだったKemillith Toromが、数フィートも胴から離れた頭を串刺しにされている状態で地区の外で発見された、その一報を聞いても彼女には悲しむ素振りを見せる必要は無かった。その彼との結婚を望んでいないと、Minegaurは知っていたからである。
「何ということだ」彼は言う。「あの男は優秀な奴隷商だったというのに。しかし、他に幾らでも、ワシらの血縁に喜んで加わりたいという若い男衆は居るのだぞ。あの若いSoron Jelesなんてのは、どうだ？」
　２日後の夜に、そのSoron Jelesは“切断者”の訪問を受けていた。すぐに揉み合いの片は付いたけれど、Soronは、ちょっとした護身用の武器――毒性植物の抽出液に浸した１本の針――を袖に潜ませてあったのである。死に至る一撃が振るわれた時に、彼は前のめりに倒れながらも、その針でもってKazaghのフクラハギを刺しておいたのだ。その仕事を終えてMinegaurの邸宅に帰り着いた時には、すでにKazaghは死にかけていたのである。
　霞んだ視界を頼りに屋敷の軒を登っていくと、Peliahの部屋の窓を叩く。すぐには彼女からの答えは無かった。Khajiitの恋人と一緒に暮らす未来を夢見て、深々とした素晴らしい眠りに包まれていたのだ。さらに叩く音を強めると、Peliahだけでなく隣室の父親までも目を覚ましてしまった。

「Kazagh！」窓を開いて彼女は叫んだ。その寝室で彼女の隣に立っているのは、Minegaurその人である。
　Minegaurは思った。今まさに、自分の所有物である剣を使って、自分の所有物である奴隷が、自分の所有物である娘の頸を切り落とさんとしているところであるのだ、と。不意に若き日の活力を取り戻したMinegaurは、その瀕死のKhajiitに駆け寄って彼の手から剣を奪い取ると、制止の叫びをPeliahが上げられない内に、その彼女の恋人の心臓を刺し貫いてしまったのである。
　興奮が静まると、老人は剣を投げ捨て、ドアの方を向いて衛兵を呼ばわった。考える余裕が生まれると、きっと傷ついた娘のために治療師が必要だろう、そのように思い付いた。そして、Minegaurは彼女の方を向いた。その瞬間に彼が感じたのは、何かによって切り付けられたという、単なる混乱であった。剣そのものには、意識は向いていなかった。それから血を見た、それから痛みを感じた。娘がAkrashを使って自分を刺し貫いたのだ、そう思い至った時には、彼は息絶えていた。その剣は、漸やくにして、自身の最後の鞘を見出したのであった。
　１週間後、公式の調査が終えられてから、その奴隷は邸宅の敷地に無縁仏として葬られ、Serjo Dres Minegaurの平安の地はDres家の豪勢な霊廟の適当な一角に定められた。商売敵の頸を切り落とす残忍な“切断者”として隠された人生を生きた、その貴族の奴隷商の葬式を見ようと、多くの群集が好奇心を抱えて訪れた。その男の生涯の最後の瞬間を思い浮かべない者は誰も居なかったけれど、聴衆は慎んで沈黙を守っていた。狂気に陥り自身の娘を手に掛けようとしたところで、幸運にも、忠実にして不運なる奴隷により阻まれて逆に自分が命を落としてしまった……そのような最後の瞬間を。
　見物人の中には、老いた武具匠の姿も在った。そして、その彼が最後に一度だけ見かけた、ベールで顔を隠した年若い女性が、それからTearの街に姿を現すことは永遠に無かったのである。
